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１．はじめ 
自動車の歴史を紐解くと、日本がまだ江戸時

代の頃(1769年)、フランスで、自動車が誕生し

た。それは、現在の自動車のイメージにほど遠

いものであった。 
その後(1886年、日本は明治時代)、現在、主

流となっているガソリン自動車がドイツで開

発された。 
20世紀を迎えると、自動車は量産化体制が

整い、我々の生活の中に普及をしていった。そ

の間、時代々々に生み出された自動車は、それ

ぞれの時代性（社会情勢や価値観の変化など）

をいち早く反映している。 
特に、ヘッドライトは、自動車のフェイシア

デザインの要素として、重要な位置付けにある。 
本研究では、自動車ヘッドライトの技術進化

とフェイシアデザインの変遷を最新トレンド

も交え、ヘッドライト類のアイコンとしての要

素性を探るとともに、その未来(デザイン的可

能性)について考察した結果を報告する。  
 

２．人とクルマ 
クルマ(車)とは、遠い原始の時代に人類最初

の道具の一つとして見出された、車輪の回転に

よって動き・進む仕掛けのモノの総称であり、

牛馬や人の力で荷物を運ぶ道具の根幹である。

現在では、自動車の特称として指す(用いられ

る)ことが多い。 
現在、私たちが目にする自動車は、主として

ガソリンを燃料とする内燃機関 (Gasoline 
Engine)を原動機として搭載した「ガソリン自

動車」である。近代的で実用に耐えうる「ガソ

リン自動車」の誕生は、一般的には1885年と

される。それから130余年の時が流れ、人々に

移動の自由を与え、経済の発展を支えたこの乗

り物の発明は、まさに「世界を変えた」と言っ

ても過言ではない。 
昨今、自動車に求められる多岐にわたる機能

(自動車の利用目的)は、 

 

① 人や物の移動・運搬機能の提供 

② 人に居住空間を提供 

③ 生活を楽しむ手段の提供 

④ 経済・社会活動の場と手段の提供 

⑤ 持つこと(象徴表現 / Status Symbol)、 

乗ることの喜び(運転 / Drive)の提供 

⑥ 競技・スポーツ(自動車競技 /  

Motorsports)の提供 

⑦ 研究題材の提供 

⑧ その他 

 
などが挙げられる。（図１参照） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 自動車に求められる諸機能 

 
 
３．ヘッドライトの技術進化 

自動車のヘッドライト(前照灯 / Headlight)
は、夜間安全に走行できるように、路面状況の

把握、歩行者や障害物の発見、道路標識などの

確認が円滑に行えるように、運転者の視界を確

保するための装置である。自動車にヘッドライ

トが取り付けられたのは、1890年頃だと言わ

れている。その後、ヘッドライトも自動車の性

能・機能の発展に伴って進化と変化を続けてき

た。 
自動車のヘッドライト用の光源(Lamp)の変

遷は、 
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① 1885年～：無灯火の時代 

② 1890年～：ろうそく(Candlelight)の時代 

③ 1898年～：石油ランプ(Oil Lamp)の時代 

④ 1902年～：アセチレンランプ(Acetylene 

Torch)の時代 

⑤ 1908年～：白熱灯(Incandescent Lamp)の

時代 

⑥ 1962年～：ハロゲンランプ(Halogen Lamp)

の時代 

⑦ 1996年～：HID(High Intensity Discharge)ラ

ンプの時代 

⑧ 2007年～：ELD(Light-emitting Diode)の時

代 

⑨ 2014年～：レーザー(Laser Beam)の時代 

 
である。これら各種光源の技術的進化に伴い、

色温度(光の色味)が、昼光のように高く (白っ

ぽく) なった。併せて、各種光源の光束量も向

上し、より明るく、かつより遠距離まで照射す

ることが可能となった。 
自動車のヘッドライトの配光制御方式の変

遷は、 
 

① 反射鏡方式 

② 前面レンズカット方式 

③ 前面レンズカット・シールドビーム方式 

④ マルチレフレクター方式 

⑤ プロジェクター方式(HIDランプ) 

⑥ マトリックス方式(LED) 

 
である。（図２および図３参照） 
これら各種配光制御方式の技術的進化に伴

い、特に、プロジェクター方式(HIDランプ)お
よびマトリックス方式(LED)では、ヘッドライ

トの基本構造をコンパクトにすることができ、

自動車の正面視におけるヘッドライトそのも

の形状を小型化することが可能となった。 
すなわち、自動車のフロント・デザイン(す

なわち、フェイシアデザイン)において、個性

的で優美なフェイシアデザインを創出するこ

とが可能となった。さらに、ヘッドライトの小

型化は、デザイン面(意匠性)だけではなく、自

動車の走行性能に大きく係るcd値(空気抵抗係

数：Coefficient of Drag)の向上にも寄与し、結

果的に燃費性能の向上に寄与している。 
 

４．フェイシアデザインの変遷 
フェイシア(fascia)とは、英国では自動車の運

転席前面のインストルメントパネル(計器盤)
やダッシュボードなどの運転席周りのデザイ

ンを意味し、北米では自動車を前方から見た場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図２ ヘッドライトの変遷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図３ フロントグリルデザインの変遷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図４ フェイシアデザイン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図５ シミュラクラ現象 
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合の、外観の見栄え、外観意匠(Front Look、
Front Design)を意味する言葉である。日本で

は、両国の両意味合いで、混用されている。 
具体的には、ヘッドライト、フロント・グリ

ル、フロント・バンパーン等々の個々の部位の

ディテール(詳細仕様)も含まれる。本研究では、

北米と同様の意味合いで使用する。（図４参照） 
巷で話題となっている、最近の自動車のフェ

イシアデザインは、「人や動物の顔に見える」

「人や動物の顔を連想する」という現象は、「シ

ミュラクラ現象(Simulacra)」という、人間の 
「脳」の働きに起因する「類像現象」による

ものである。これは、人間の目には3つの点が

集まった図形(例えば、左右のヘッドライトと

フロント・グリルなど)の個々の形状と位置か

ら、人や動物の顔と見るようにプログラムされ

ているという脳の働き(防衛本能)によるもの

である。（図５参照） 
すなわち、光源技術の高性能化、高機能化お

よび小型形状のプロジェクター方式(HIDラン

プ)やマトリックス方式(LED)のヘッドライト

の普及により、女性やファミリー層をユーザー

対象とした自動車では、優しさや愛らしさを感

じる「つぶらな目」「微笑み目」を、高性能な

スポーツ志向の自動車では前方を確りと睨む

ような「眼光の鋭い目」「猛禽類の目」をデザ

インモチーフにしたデザイントレンドが、徐々

に定番化してきたことが起因していると考え

る。これらが、ひと昔前の往年の名車などでは、

その時代における自動車技術の関係で、必然的

にシミュラクラ現象が起こり難いフェイシア

デザインが用いられていたことが一理由であ

る。（図６、図７、図８参照） 
近年の自動車におけるフェイシアデザイン

の動向は、ヘッドライト用光源技術と光学的制

御技術の向上により、その意匠は、ますます個

性的になってきた。特に、最新のLEDを光源

とするマトリックス方式のヘッドライトは、複

数のLEDを幾何学的に配置し、各々のLEDユ

ニットを点灯制御することで、配光をコントロ

ールしている。加えて、自動車のブランドアイ

デンティティの認識要素として、ヘッドランプ

およびデイタイム･ランニング･ランプ(DRL：
Daytime Running Lamps / 昼間点灯ライト)
とフロント・グリルの意匠が、伝統的なブラン

ドアイデンティティに加え、新しく個性を表現

するためのアイコン(icon)要素となっている。 
その結果、HIDランプやLEDを光源とする

ヘッドライトの斬新さを訴求するために幾何

学的で無機質な顔つきのフェイシアデザイン 
が増えたもの興味深い事柄である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図６ 人の顔に見えるフェイシアデザイン（１） 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図７ 人の顔に見えるフェイシアデザイン（２） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図８ 動物の顔に見えるフェイシアデザイン 
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５．まとめ 
以上のように本研究では、自動車ヘッドライ

トの技術進化とフェイシアデザインの変遷(過
去・現在の動向)を、色々な視点から探るとと

もに、その未来を予測した。 
最近では、自動車は快適な移動空間として、

質向上の要件から、自動車と照明の関係は、従

来の「明視照明」「前照灯(および補助灯)」「信

号標識灯」「車室灯」などの新技術に加え、車

室の「演出照明 / 雰囲気照明」などの付加価

値的要素が求められている。 
特に、LEDの技術高上により、小型化、高

性能化が邁進し、その結果として、自動車のヘ

ッドライトやテールライトの形状(意匠)を、小

さく、細く、線的にデザインすることができる

ようになった。 
今後は、有機 / 無機EL (Organic Electro 

-luminescence： OEL  /  Inorganic Electro 
-luminescence：IEL)やレーザーの自動車分野

への進出と普及により、奥行き感のある面的な

ヘッドライトデザインやテールライトデザイ

ン、そしてより遠方への光照射を可能にするヘ

ッドライトへの展開が可能となる。 
何よりも、自動車のフェイシアデザインの自

由度は大幅に向上するとともに、省エネ化や軽

量化に貢献するなど、さらにアドバンテージが

上がるものと予測する。 
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